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 大江交差点に面する熊本県民テレビは、一見、放送局だとは
気づかないような、シックな外観を持った建築である。放送局
は開口部の少ない単調な箱になりがちであるが、交差点の豊
かな緑や大江の街並みなど周辺環境を十分に読み取った設
計者らは、スタジオ、エントランスホール、オフィスを異なる素
材で仕上げつつ、ズラしながら積み上げることで、周辺景観に
調和しつつも特徴的な外観を形成している。また、2階のエン
トランスホールに面したオープンテラスでは、街並みを背景に
収録や中継が可能となっており、周辺への大きな刺激になる
だろう。また、敷地が軍の施設だった履歴に対しても、古い門
や石垣などを丁寧に保全していることも大切な配慮である。
また、放送局といえば、番組などの大きな広告が出がちであ
るが、この社屋には小さなロゴマークがあるだけであり、施主
の見識の高さが伺える。施主と設計者によるコラボレーショ
ンの結果が、優れた景観を生み出したのだろう。

［ 審査委員　星野　裕司 ]

　2016年4月の熊本地震は、熊本・阿蘇地域に甚大な爪痕
を残したが当南阿蘇村買取型災害公営住宅馬立団地という
創造的復興の第一歩となる作品を生み出した。棚田跡の緩
い段差地形を活かした3地区に2戸1住戸が敷地に寄り添う
配置、同地域の強い局所東風「まつぼり風」対策として南北
方向に2戸をつなぐ通り土間を介した玄関口の配置、かつて
の集落の原風景を意識させる瓦葺の高い屋根と県産材を
外観と室内に多用した温かみのある色彩、バリアフリーのス
ロープ、共有庭の設置、地域とのコミュニティーの円滑な形
成のため広場と集会場を設置、北向山原始林を南面に臨む
平屋住宅、3地区にまとめられた駐車場地下に雨水調整槽
を設置するなど随所に限られた時間的・コスト的制約を克服
しようとする南阿蘇村と設計・施工者の挑戦的な地域景観
形成の意図と情熱を感じる。

[ 審査委員　金子　好雄 ]
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